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理学部、こ の 一 年 。
理学部便りｖｏｌ．４を咋年皮発刊して以来、１年が経過致しました。この１年の

川で理学部に関係する雌人のニュースは、六木松地区が伊都キャンパスに直

接移転することが決まったことでしょう。現在は六本松地区で実施されている令

学教育が、平成２にＦ４月より伊祁キャンパスで行われることが決まりました。これ
に伴って、平成２バＦ４月には、理学研究院教貝は箱崎地区に、数理学ｆ冴究院

教貝は伊都キャンパスに、それぞれ拠点を構え教育研究に携わることになりまし
た。それと同時に、理学部４ｊ４ｃ学科の教４でずは伊祁キャンパスで開始されることも

決まりました。理学研究院、Ｊ！１１学府およびＪ！ｌｌ学部の伊都キャンパス移転は平成

。
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２６年度から２年をかけて行われる予定になっており、理学ｊりＩＳに関係する仝ての４＝多昿が完了するまでには今しばらく時１１１］がか

かりますが、学生の教育を鍛接先に考え、この過渡刈を乗り越えていく所存です。

理学府では高度心卜専門教介の実施を外礎として、前号で紹介しましたＦフロン１ヽリサーチャー育成プログラム」による光端

研究者育成、「アドバンストサイエンティスト育成プログラム」による高度職業人育成を目的とした理学府再編を計両しており

ます。また、数理学研究院では、２１欽杞ＣＯＥプログラム「機能数川学の構ｌｊ’５と展闘」の成果を生かし発艮させるＦｊ示業技

術数理研究七ンター」が発足しました。理学・数理学の両分町の人学院教育で、研究者育成のみではなく、広く社会で活

躍できる人材の育成を目指したｄ５ぐ革が始まっております。このような活動に対する理学部卒業生の皆様の一川のご刈解・と
ご支援をお願いする次第です。

熹 熹 鳶 薦 ／ 貧 團 劃
世界的研究拠点を目指す研究機関において、テニュアトラック制＊に基づき若手研究者に競争的環境の中で自立性と活躍の機
会を与えることを目的とした、国の科学振興調整費事業「若手研究者の自立的研究環境整備促進事業」として、九州大学が推
進する「次世代スーパースター養成プログラム（ＳｕｐｅｒＳｔａｒＰｒｏｇｒａｍ）」に「時空間階層生命科学」、「数学・数理科学にお
ける未解決問題挑戦プロジェクト」の２つのプロジェクトが採択されました。
＊期限付きのホストで雇用し、一定期間の後に資格審査を行い、パーマネントの職を得るもので、ＳＳＰでは５年間の特任准教授の期間を経て、昇任審査後、准教授に着任する予定である。

「時空間階層生命科学」
平成１８年度から、理学研究院Ｆ物理学部門」と「化学部門」

が協同してＦ時空間階層生命科学」というテーマでＳＳＰプロジ
ェクトを推進することになりました。よく知られているように生

体系には原子レベルから細胞・生体組織レペルに至るまで、さま
ざまな時空間スケールで静的および動的な構造が階層的に存

在し、これらの競合と協調により高度で多彩な生命現象が営ま
れています。本プロジェクトでは「生命の時空間階層構造」をテ
ーマに従来の学問分野および研究手法の枠組みを越えて、統

生体分子の時空間階層構造の例

ＯＳｃ心ｏｌｏｌＳｄｅｎｃｅｓ

一的かつ学際的な

研究を展開して行
きます。

このため、特に物

理分野として極限

環境生命科学、非
平衡生命科学の２
つの分野、ならびに

化学分野として理
論生命科学、動態

生命科学の２つの分野の計４つの分野に的を絞り、生体分子複

雑システムとしての生命の構築原理を解明し、生命科学の新た
な基盤を確立することを目指すものです。

物理、化学の学問的方法論は現代の産業を支える基盤として
物質科学分野では十分な貢献をしてきました。一方、２７１ｆナ杞は
「生命の時代」であるともいわれ、今後ますます学問の対象とし

ての重要性が増す分野であると言えます。生命現象を分子レベ
ルに立ち返り理解しようとする「ィヒ学的手法」によるアプローチ

が生命の理解を爆発的に進めてきました。このような従来とは

違った分野の手法や方法論を持ち込むことで今後も生命現象
の理解が深まることが期待されます。このような中で我々は、生

命現象の階層性に注目して、分子から細胞さらには個体に至る
マルチスケールの現象をシームレスに（継ぎ目なく）理解する

ための手法や方法論の開発がぜひ必要であると考えて、上記の

新しい各分野で今後、世界的なレベルで中心的な人材となる研
究員を集め、新たな生命科学の拠点形成を目指したものです。

プロジェクト推進責任者：理学研究院木村康之

物理学科
Ｐｈｙｓｊｃｓ

化 学 科
Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ



Ｓ汁ＪＣＪｏにｃＪｅｒし５＠

「数学・数理化学における未解決『即脛兆戦プロジェクト』
３名以上が組むプロジェクト研究プログラム９学内公募が始ま

った昨年６月、はじめは、数学は関係ないよなと思いました。しか
し考えてみると、常識的な意味でのプロジェクト研究というので
なくても、数学の開拓という意味でのプロジェクトなら意味があ
り、またスーパースターというのは数学なら大いに考えられる。
そう思い直し、人数を２名に減じても応募資格ありとの了承を
得ての申請でした。プログラム名『数学・数理科学における未解
決問題挑戦プロジェクトムを□にしたときには、呆れ顔をした同
僚もおりましたが、エイヤーとばかり。その趣旨は、２１世紀の数
学・数理科学の未解決問題にその才能とエネルギーを降り注ぎ、

必要があればみずから定式化・デザインし、独創的なアイデアに
基づき挑戦するというものでした。結果として、短い公募期間に
も拘らず国内外から１００名余りの応募があり、趣旨に沿う優れ
た研究者２人を採用することができました。当時数理学研究院
の助手であった高木俊輔さん（予想の解決）と東大医科学研究

｜ １ Ｊ
水野大介ＳＳＰ研究習

こ れ ま で 私 は 爾 皿 磋 縦 餌 平 衡 力 学
物性の研究に取り組んで参りました。細
胞骨格とは剛性を持った蛋白質フィラメ
ント、その上で働くモーター蛋白質、クロ
スリンカーからなる複合ネットワークです。
この細胞骨格は、細胞に力学的強度を与
えるとともに、内部で自発的にエネルギ
ーを生成することで、細胞の多様な力学

的機能（運動、輸送、信号変換等）を駆動し
ています。平衡状態にある “死んだ細胞
骨格̈の物性は、柵成物質により一意に決
定されます。しかしながら非平衡状態に
ある ”生きた細胞骨格 ’の力学物性は、内
部でのエネルギー発生に伴い大きく変化
します。細胞は、内部で発生させたエネル

・ＪＪ／き蒼蒼。差／劃
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けるコロイド挙動の可視化を行ってきま
した。本年１月より九州大学に赴任し、こ
ちらでは高圧環境下でのソフトマター物
性に関する研究を行う予定です。現在
３００ＭＰａ（目標値）という高圧条件と。
１００℃程度までの温度制御機能を持つ
顕微鏡セルの検討を行っています。この
ようなセルを用い、脂質２分子膜や高分
子ゲルが圧力相転移する際のマクロな形
状変化、または超好熱菌などの極限環境
微生物の直接観察を行います。加えて海
洋研究開発機構との協力体制を築き、引
き続き、高温・高圧環境下でのコロイドに
関する実験も行う予定です。

ａｔｈｅｍａｔｉｃｓ

／司昇貞罵ＳＳＰ研究習

ギーを力学的な仕事として直接消費する
だけでなく、物質変換を伴わすに自らの
性質を大きく変化させることで、これを間
接的に機能促進に利用しているのです。
私はこれまで非平衡ゲルと呼ばれる、

ミオシン・架橋剤・ＡＴＰが混合したアクチ
ングルを利用してその動作原理を調べて
きました。九州大学ではさらに一歩進めて、
細胞骨格やＤＮＡを小胞体中に封入した
より細胞に近い試料（人工細胞）を作裂し、
その力学物性やＤＮＡの複製等の機能が、
非平衡度や内部での力発生により制御さ
れるメカニズムを解明したいと考えてお
ります。

・゛（廼三匝号Ｅ）
波及効果／

所研究員であった吉田寛さん（新領域開拓）です。それ以降、予
算執行が少々厄介な振興調整費に時折振り回されながらも、お
二人の着実な研究進展の様子を目にして申請は間違いなかっ

たと思っているところです。
プロジェクト推進責任者：数理学研究院若山正人

★
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私は前職（独立行政法人海洋研究開発
機構）において、高温・高圧環境下におけ
るコロイド粒子挙動に関する研究を行っ
てきました。高温・高圧環境下において、
水の性質は、通常の状態とは大きく異な
ります。例えば、水は比誘電率が非常に高
い物質（約ＢＯ）として知られていますが、
高温・高圧の超臨界状態では、有機溶媒
程度（約１０）まで下がります。比誘電率は、
コロイド粒子間に働く静電反発力やファ
ンデルワールス引力に影響を与えるため、
超臨界水中でのコロイド挙動は、通常と
は大きく異なります。私は４０ＭＰａ、４００
℃の条件で使用可能な高温・高圧顕微鏡
セルを製作し、このような極限環境にお
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私は、これまでに大規模分子系の高精
度計算を目指した計算手法の開発、及び、
大規模分子系の分子動力学シミュレーシ
ョンについて研究してきました。
生体分子などの大規模分子系について

谷７ど洋ＳＳ／Ｊ研究友

生体膜は、生命の基本単位である細胞
の外界との境界あるいは細胞内での様々
なコンパートメントを区切る働きをもって
います。リン脂質は、生体膜脂質の基本骨
格であるだけでなく、細胞の様々な機能
調節に必要な情報伝達に関与しているこ
とが指摘されており、現在盛んに研究が行
われています。しかしながら、現在のリン
脂質研究における大きな未解決問題のー
つは、生体膜リン脂質がどこでどのように
して量的制御を受け、細胞内の目的の場
所に輸送されるかという基本的な疑問点
です。私はこれまでに、生体膜リン脂質の
一つであるスフィンゴリン脂質より生理活

性脂質であるセラミドやスフィンゴシンフー
リン酸を生成する鍵酵素である中性セラ

一 一
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は、通常の非経験的な分子軌倍忌や広
扱った上での高精度計算は計算コストが
莫大になってしまうため、不可能であるの
が現状です。私は化学的に重要な系のあ
る領域を高精度の量子化学計算（ＯＭ）、他
の領域は計算コストのかからない古典的
（ＭＭ）に扱うＯＭ／ＭＭ法を便うことにより、
電子状態計算の質を保ちつつ、計算コス
トを抑えながら高速に計算できる手法を
開発してきました。大規模計算と高精度
計算が両立できることの可能性を見出し
ました。
また、生体分子のような大規模系の分

子動力学シミュレーションを行う際、ホテ
ンシャルエネルギー面には小さい孤立分
子系とは異なり、局所安定状態が数多く存

ミダーゼと中性スフィンコミリナーゼの細
胞内局在、トポロジー等を含む分子レベル
での性状解析を行ってきました。特にそ
の中で、これらの酵素を介した脂質代謝
が生体膜の外側か内側のどちらで起こる
のか、あるいは細胞のどのオルガネラで
行われるのか、すなわち「脂質代謝が行わ
れる場所」に注目をして研究を行ってきま
した。今回のプロジェクトでは、研究対象
をスフィンゴリン脂質だけでなく生体膜の
主要リン脂質であるグリセロリン脂質にま
で広げて、これらの脂質の代謝制御と輸
送機構、及び細胞内情報伝達系への関与
について研究を行っています。本研究では、
特にリン脂質代謝酵素が細胞のどこでど
のような制御下で機能するのかについて

私の専門は代数幾何学です。代数幾何
学とは、代数多様体と呼ばれる、方程式
の零点集合で定義される図形の性質を

調べる学問で、代数多様体を（何らかの
意味で）分類することが、代数幾何学の
究極の目標と言えると思います。この分
類を行う上で避けては通れないのが、特
異点の取り扱いです。特異点とは、簡単
にさってしまえば、滑らかでない点（尖っ
たり、交叉している点）のことで、例えば、

ｙ２＝が十ｘ２という代数多様体は、原点
（０．０）に特異点を持ちます（図参照）。特
異点とは厄介な代物で、滑らかな代数多

刀／筒 ヤ単ざｙＰ研究召

在します。大規模系分子のシミュレーショ
ンではトうジェクトリが局所安定状態にト
ラップされないことが必要不可欠です。私
は、拡張アンサンブル法を用いることによ
り、局所安定状態にトラップされることの
ない、効率のよい大規模系の分子動力学
シミュレーションに成功しています。
私は、本プロジェクトでは、生体分子な

ど大規模な系の定量的電子状態理論の開
発を行います。これまでのＯＭ／ＭＭ法を
用いた電子状態理論の研究と拡張アンサ
ンブル法を用いた分子動力学シミュレー
ションの研究の双方の経験を生かし、他の
グループと密接に連携を取りつつ、分子の
高精度電子状態理論と大規模生体系シミ
ュレーションとの統合を目指しています。

イ

着目するとともに、生成されたリン脂質の
生理機能や細胞内輸送の分子レベルでの
メカニズムを、動物細胞や出芽酵母を用
いて調べることを目的としています。

ｊ：：５’．高陵醵 ｊ`ｊ倫４りむｊミ゙

様体に対して成り立つことが、特異点を
持つ代数多様体に対しては成り立たない
ということＺ⊃七ばしぱ起こります。しかし
ながら、滑らかな代数多様体だけ分類し
ようと思っても、分類の過程で特異点が

現れてしまうのです。というのも、代数多
様体を分類する上で極小モデルと呼ばれ
る特別な代数多様体が重要な役割を担う
のですが、極小モデルは一般には特異点
を持ちます。逆に言えば、極小モデルの

特異点の構造を理解することが、代数多
様体の分類につながるのです。私はこの
ような特異点の構造を研究しています。
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（ａ）多細胞における再帰的増殖と形態の
多様性の両立条件
一方程式の導出に向けてー

「個体としての再帰的増殖」と「形態の多
様性」は、矛盾を内包した同性です。な
ぜなら、もし、再帰的増殖がなければ、生
命とは呼ぶことができませんし、一方、-
タイプの細胞だけで構成される細胞群は、
一タイプだけの細胞を増殖させさえすれ

ばよく、その意味で再帰的であるけれども、
そのような細胞群は、形態の多様性を持
たす、多細胞ｃヒは呼ばれないからです。本
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研究の目的は、これら矛盾を内包した属
性の両立条件を「方程式」の形で導くこ
とです。

（ｂ）薬物動態の代数的手法による解析
パーキンソン病のコンパートメントモデ
ルにおける代数的アプローチに基づく反
応定数決定を行っています。このモデル
は１３イ固もの決定すべき反応定数を持つ
ため、実際のデータを反映させてこれら
の定数を決定することは困難であり、これ
までほとんど行われていませんでした。
この問題に対し本研究は、指数級数の観

測データヘのフィッティングとそのうプラ
ス変換、および代数的アブローチで橘成
される手法（グレブナ基底）により、これら

の定数の高速決足に成功しました。これ
により、パーキンソン病の診断を、動脈血
の採取無しに、かつ、迅速に実行できるこ
とが期待されます。また、ＰＥＴによる被爆
時間が低減する可能性もあります。

記号計算
グレブナ
基底
限量記号
消去

こ
團
鄙
即
ぶ
馴
劉

９ 回

パーキンソン病

指標の高辿決定
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不安定核物理の
理論的研究に対する新展開
物理学科卒業生の肥山詠美子准教授（奈良女子大）が
２００６年度（第２１回）西宮湯川記念賞を受賞しました。

無 理 学 科 で は ２ ０ ０ ５ 年 の 国 際
物理年には子供向けイベントを主催し、
２００６年度には子供向けホームベー
ジ「サイエンスクエアー・キュー」を開
設しました。この関に、物理学科では
３人の教授を迎え、研究・教育の推進
を進めています。その一端として、今
回Ｕは核物理の動向について報告します。
現在の核物理学における最も大き

な課題が不安定核の解明です。図に
おいて、黒い点は安定核を表し、二つ
の線の間にある灰色と黄色の領域が
不安定核領域です。安定核に比べて
非常に多くの不安定核が存在します。
このため、安定核とは大きく異なった
性質をもつ不安定核が多く存在する
と考えられています。緑の矢印は、超
新星爆発時で生成される不安定核と
その生成経路の予想線で、不安定核
の解明は宇宙進化における重元素の
起源の解明にとって不可欠です。九大

核理論グループは全国的組織を作り、
理研実験グループと協力して研究を

推進しています。グループの一員で、
九大出身の肥山詠美子氏（奈良女子大）

核 図 表
唱和に巾性子数、町飛にぷ子数
をとり、９圧するり１回りのあるｊ
原了咳を表にし砥七の
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が、２００６年度西宮湯川記念賞を受
賞したことは、グループにとって大き
な力となっています。
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ｊ４子を二めていったと丞の
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「ビスフェノールＡ受容体の発見」
環境ホルモン問題の新展開
下車康幸研究室。「核内受容体」分子科学研究が
ビスフェノールＡの低川量問題解決の端緒７を切開く。

回 ス フ ェ ノ ー ル Ａ は ポ リ カ ー ボ ネ
ート樹脂やエポキシ樹脂の原料であり、

優良な化学原材料として広く全世界で
生産、加工されています。一方で、これ
らから造られるプラスチック製品に残存
するビスフェノールＡが漏れ出て、ごく

微量で脳神経系や生殖系で悪影響を与
える「低用呈作用」を及ぼすと考えられ
ています。しかし、原因となる受容体応
答がまったく分からず、長く論争されて
いました。下東教授の研究室では、ビス
フェノールＡがエストロゲン関連受容体

ｙ型（ＥＲＲｙ）に結合することを世界に
先駆けて発見し、これらの結合体の結
晶化にも成功しました。この受容体は
胎盤に際立って多く、また、胎児の脳に
非常に多いことから、胎児や乳幼児に

懸念される脳神経系での悪影響につい
て、その解明の鍵を握ると思われてい
ます。この発見は、テレビ、新聞、インタ
ーネット等で広く報道され、今、世界的

な研究の新展開が期待されています。

多・ ’

ふ４３ノムし１

学化 科
-｜｜｜ｌｋ

、 。 メ

地震発生の物理
「非平面地震断層の動的破壊シミュレーションの研究」
亀仲樹助教が平成１９年度
科学技術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞を受賞！

微 震 停 止 機 構 の 解 明 は 地 震 学 に お
ける最も根源的な問題の一つですが、つ
い最近まで未解決のまま残されていまし

た。そのため、物理モデルに基づく地震
の動的破壊の決定論的予測は現実的で
はありませんでした。

亀助教は、従来平面断層か常識であっ
た地震学分野において、非平面の断層形
状という新たな発想の下で地震が停止
する動的破壊モデルを作り、自ら開発し
た画期的な非平面破壊計算法によりそ
れを検証しました。これより地震の予測
シミュレーションが原理的に可能になり、
非平面断層モデルは震源研究の標準と
なりつつあります。
本研究成果は、活断層調査において蓄

積されてきた断層面形状情報を、将来発

＠Ｓふ００１０ＦＳＣｌｅｎ（ｅｓ
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べ
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生する地震規模およびそれより生じる強
震動の予測に対して定量的に活用する
方針を示しました。これにより今後の地
震リスクの定量化に向けての進歩が期
待されます。

地球惑星科学科

｜｜｜｜｜-’

丿 片 乱 ｊ

４！
●．
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産業界と数学との
新しい連携を求めて
数学という学問が直接産業界に貢献できる体制を確立し、
新しい数学カルチャーの創成をはかる

困センターは平成１９年４月１日を
もって、九州大学学内共同教育研究施設
として発足いたしました。その背景には、
大学院数理学研究院・数理学府で推進し
てきた２１世紀ＣＯＥプログラム「機能数
理学の構築と展開」にもとづく教育研究

拠点形成事業の成果があります。さらに
その背景をひもとけば、昭和１フ年に設置
された九大理学部数学科の純粋数学と
応用数学のバランスのとれた教育研究の
伝統にまでさかのぼることができます。
数学は本来、社会の幅広い分野と密接な
関わりもつ学問ですか、我が国ではこれ
まで大学の数学関係の教育研究者集団が、
自ら進んで産業界との間で、人材育成を
含めた教育と研究の系統的な連携組織
の構築を目ざした例は皆無でありました。

本センターに設置された機能数理学研
究部門および技術数理研究部門の二つ
の部門では、他の学問分野、特に産業界
における数理的問題に関する学際的共同
研究の企画とその実施が推進されます。
また、今ひとつの研究教育支援部門では、
企業等における３ヶ月以上の長期インタ

センター設置に至る歴史的背景
九大理学部数学科創設（１９４２）以来の伝統
（純粋数学と応用数学のバランスのとれた教育研究体制を堅持）

苓

１２１世紀ｃｏＥフログラム「機能数理学の構築と展開」（２ｏｏ３）ｌ

回問ｆ ｌ ｌ ｊ

Ｕｉａ；ｌ。．-ｘ」（２．。６）ｊ黍

産業技術数理研究センター（２００７）
ｔにな？Ｉぶ；Ｉｒｒ゙ ｃｅ“ｔｅｒ゙ 「゚“̈ｓ’「ｉ゙ ｜

な套粛友薩老ｔ埋征究鳶万将浹肆ざノ

数 学 科

-ンシップ制度を活用して、産業界で活

躍できる博士レベルの数理的若手研究
人材の育成支援を行います。
本センターには、今こそ数学という学

問が直接産業界に貢献できる体制を整備
し、新しい数学カルチャーを創成したいと
いう強い願いが込められているのです。

育 て ！ 次 世 代のスーパースター！
新 カ リ キ ュラム ス タ ー ト

多様化する生物科学分野の将来の担い手を育成するため、
新しい教育プログラムの創成を進めています。

⑤年度の新１年生から生物学科に
おける学士教育のカリキュラムが一部ｉ

変更になりました。２年前期までは、人文。

社会、自然科学、外国語などの教養科目

や基礎科学科目を学び、２年後期から専

門科目、実習、および演習を受講するこ

とに関しては、これまでのカリキュラム

と同じです。変更されたところは、３年

次に、共通専門科目や実習だけでなく。

「高次生命機能コース」と「生物多様性

コース」のどちらかひとつを選択して、

入 学 １ 年 ２ 年 前 期 ２ 年 後 期

哨祉函鴉

教養科目

基礎科学科目

基礎生物学科目

生物学科ｊ
専門科目１
実習・演習

専門性の高い科目群を受講することに

あります。ここで、習得した最新の生物

科学の情報や知識を基盤として、４年生
になると各研究室に配属され、卒業研

究に取り組むことになります。一方では、

これまでと同じように生物学科で指定

された教科に関する科目を履修するこ

とで、中学校または高等学校の教諭一

種免許状を取得することができます。

３年

高次生命槻能コース
専門科目

共通専門科目・実習
生物多様性コース

専門科目-

４ 年 卒 業

卒業研究
（研究室配属）

大学院進学

就職

生物学科

受 賞 一 覧
巌佐庸教授がアメリカ芸術科学アカ
デミーの外国人名誉会員に選出
理学研究院生物科学部門の巌佐庸
教授がアメリカ芸術科学アカデミー
（ＴｈｅＡｍｅｒｉｃａｎＡｃａｄｅｍｙｏｆ
ＡｒｔｓＳｃｉｅｎｃｅｓ）の外国人名誉会員
に選出されました。アメリカ芸術科学
アカデミーは１７８６年に創設され、
その会員となることは、その時代の
最高の影響力の象徴として、合衆国
国内では最高の栄誉のひとつとなっ
ています。今回、学術及び芸術分野、
官民の各機関で活躍する１フ５人が
会員として、また、２０人が外国人名
誉会員として選出されました。

Ｓｃｈｏｏｌｏにｃｉｅｎｃｅｓ＠-
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【 主 な 各 会 の 受 賞 者 】
●久保友明（地球惑星科学部門・准教授）
２｛｝（）６年度日本高圧力学会§后励‘１ｌｔ（２００６．日）
平成１８年度文部科学大臣衣杉若手科学ｊｉ・ｉｔ（２００６．４）

●赤木右（地球惑星科学部門・教授）
尾瀬１‘ｔ（２ｏｏ７．６．２９）（授賞式の日時、プレス発表は３月２６ロ）

． ≒ 二 ○

三匂糾学専吸修士課引７年度侈了
協和兄酵工業（株）

回圏首九万回圭］失礼竺｜
平成１９年８月２５日に東京ガーデンパレスホテル（東
京）で理学部同窓会関東支部第４回同窓会総会なら
びに懇親会を開催いたします。関東在住の卒業生の
皆様にはご参加いただきますようにお願いいたします。
詳細は同封の同窓会からの案内をご覧ください。同
窓生の増加に伴い経常的な負担の増大のため、次年
度から同窓会費に年会費を導入する予定になってお
ります。卒業生の皆様方のご負担をよろしくお願いい
たします。平成１９年度の理学部同窓会長には宮原
三郎理学部長が内定しております。

丿 回
りこ．こ

・ ・ - - ｄ

一 一 言づ⊇学丿訊刀就

化 学 科- - - ‥ - - - - - - -

地 球 惑 星 科 学 科
- - - - - - - - - - - -

数 学 科- - - - - - ‥ - - - - - - -

生 物 学 科

物理学科
各学科の事務室の電話番号

ＴＥＬ０９２-６４２-２５４１
ＴＥＬ０９２-６４２-２６０８

ＴＥＬ０９２ -６４２ -２６９６

ＴＥＬ０９２ -６４２ -４２０１・・・・‥・一・--一一一一一一一一・

ＴＥＬ０９２ -６４２ -２６４３

理学部の各学科では理学部卒業予定者に企業の採用担
当者から直接説明いただく企業説明会を随時行ってい
ます。説明会を希望される場合は、各学科の事務室宛ご
連絡下さい。就職担当教員から折り返し連絡いたします。

支援
ｔｌ

フを初体験。新しいところに顔を出す度に受ける刺激を楽しんでいます。

ているので、話をすると非常に面白いのです。プライベートではマラソンとゴル

会社では研究以外にも様々なバックグラウンドの人達が様々な視点で仕事をし

縛りも多いですが、目的がはっきりしている分やりがいも大きいです。何よりも、
- - ・ ・ -

郷だと思っています。私の現在の仕事は、自社製品を売るための研究ですので

生 物 学 科 修 了 後 メ ー カ ー に 入 社 し 、 早 １ 年 が 経 ち ま し た 。 ６ 年 間 住 み 大 好 き に な １
■ ■ ■ ■ 戸 ・ - - - - ｒ - - ａ ｌ ｒ ¶ - ＝ - ・ ・ - ♂ - ｜ - - - - - - ｜ Ｉ Ｉ

っ た 九 州 を 離 れ て も 、 九 大 で 得 た 人 と の 繋 が り は 離 れ る こ と な く 、 今 や 第 二 の 故

●坂内英一（数学部門・教授）
日本数学会２００フ年ｙｊＣ代数学賞（２００７．３、２９）

●入谷寛（数学部門・助教）
第２３川井上研究奨励ＩＩＵ２００７．２．９）

●巌佐庸（生物学部門・教授）
アメリカ芸術利一学アカデミーの外国名轡会貝（２００６．１０）

●肥山詠美子（物理部門・（奈良女子大准教授））
２００６年度西宮湯川記念賞

●石黒慎一（化学部門・教授）
２｛｝０６年度九州分析化学学会賞（２００６．１１．２４）

●迫田憲治（化学部門・助教）
平成１７年皮公募日本分光学会奨励賞（２００６．５．１６）

●速水真也（化学部門・助手）（平成１８年１月広島大に異動）
平成１８年度光化学Ｉ必会奨！刄Ｊｊ’ｉｔ（２００６．９．１１）

●網本貴-（化学部門・助手）（平成１８年４月広島大に異動）
３Ｆ成１８年度（２００６年度）
布機合成化学｜烏会九州山目支部奨励賞（２００６．１１）

●亀伸樹（地球惑星科学部門・助教）
平成１９年皮科学技術分野の文部科学大臣表彰若手利・学々ｉ・賞（２ｏｏ７．４．１７）
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- ルを見直し、伊都地区へ直接移転することとしました。その
他は従前の計画どおりです。（詳しくは九大ホームベージを
ご覧下さい）
■移転スケジュール（平成１８年９月）
時 期 第 １ ス デ ー ジ

平成１７～１９年度
第 皿 ス テ ー ジ
平成２０～２３年度

第 Ⅲ ス テ ー ジ
平底２４～３７年度

伊都
キャンバス
ヘの移転

工学系１・ｎ
理系図●館Ｉ
【約４，３千人１

- く 用 れ

全学教育、比較社会文化、言語文化、
数理学研究院、理学部数学科、
理系図蓄毘吼高等教可関連推進センター他
【４．６干人ｌ
基幹整備及ひ新手法による整備
再 取 得 平 成 ２ ５ 年 度 完 了 〉 ←

１学系（Ｈ２６｝
慣Ｓ昼盤センター（Ｈ２７）
中央図●劃Ｈ２９）
文系（Ｈ２９、Ｈ３０）
農学系・その他（Ｈ３１）
【約６．７千人】

刎
刎

）内取促ｉの侈転年度は，財政状況により変動することがあります
｝内取口ｊは侈忙人数の概数を示しています

九州大学では、２００４年９月に決定した旧移転スケジュ
ールについて、全学教育の学習環境、教育研究機能円滑化

および移転関連コストの観点より慎重なる検討を重ね、
２００６年９月に新たな移転スケジュールを決定しました。
従前の移転スケジュールからの主な変更点は、第Ｈステ

ージでの六本松地区の直接移転です。これによって、早期

に全学教育に係る良好な学習環境の整備が可能となり、か
つ教育研究が一層円滑に機能することとなること、また移
転関連コストの削減も可能となることから、移転スケジュー

バ．／ごヽ故ュＩ・．次の６名の先生方が２００７年３月３１日を
む 弔 退 職 者 も っ て 退 職 さ れ ま し た 。 新仔数回昌詐言ヌ？ｙｊぢ゙ ｊ２（）（）７４２゙ ｌｓ゙

物理学科 川 口 尚 物理学科 御手洗志郎 物理学科 前 田 幸 重 化 学 科 宇 都 宮 聡
化 学 科 小 山 弘 行 化 学 科 清水宣次郎 化 学 科 岡部哲士 地球惑星科学科 中川責司
生物学科 原 野 友 之 附属極低温実験室 副 島 力 数 学 科 津 田 照 久 生物学科 広津崇亮

編集委員会委員 八尋正信（委員長）、前田米蔵（理学部同窓会）、市川正敏（物理学科）、高橋和宏（化学科）、
岡崎隆司（地球惑星科学科）、辻井正人（数学科）、松田修（生物学科）


